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0.はじめに

本稿は、シヴァ一元論を奉じるカシュミールのシヴァ教の一派である再認識派の論書、アピナ

ヴアグプタ（Abhinavagupta,ca. 975-1025）著Isvarapra砂abhijiiii.vimarsinf＇の帰敬偏部分の再校訂テ

キストを提示し、パースカラカンタ（Bhask紅 akru:i曲a,18世紀）のBhii.skarftこ依拠した翻訳を提示す

るものである。さらに今後の研究において、作者不詳の注釈lsvarapratyabhij，踊vimarsinfvyiikhyiiの

校訂テキストを作成しそれに基づく解釈を提示するために、本稿ではl8varapraり1abhijiiiivimarsinf＇の

第 1僑に対応するl8varapratyabhij.踊 vimarsinfvyiikhyiiのトランスクリプトマ〉ディプロマティックエ

ディションを提示する。

再認識派は、シヴァ一元論の伝統に属するトリカ（Trika）に哲学的基盤をもたらした一派であ

る。トリカは、伝統的に「シヴァの方法」（sambhavopaya）「シャクティの方法」（弱ktopaya）「個我

の方法」（句avopaya）という三つの方法を解脱の手段としていた1。「個我の方法」とは、「私は身体

からなるものである」などの誤った概念構想（vikalpa）を浄化（s叫iskara）するために、神格の観

想（品yana）などに依る方法である。「能力の方法」とは、「私は身体からなるものである」という

捨てられるべき（heya）概念構想と「私は身体からなるものではない」という取るべき（upadeya)

概念構想の弁別という恩択（阻止a）を通じて捨てられるべき概念構想を浄化し、取るべき概念構

想を疑いえないものとし、さらにそれを最終的に非概念的な知に転換する方法である。この方法

は、「個我の方法」とは異なり、観想などの手段に依らず論理的思考を突き詰める方法である。「シ

ヴァの方法」とは、全世界がシヴァから生起し、そこに映しだされ、再びそこに帰滅するのを直

証する方法である。この方法は最高の方法とされる。

「シヴァの方法」を行うひとは、このような非概念的な一体化（sarnavesa）を繰り返すことに

よって生前解脱を得るのである。「個我の方法」と「能力の方法」がそれぞれ、「能力の方法」と

噌写本資料の複写を許可してくださった以下の研究所および図書館関係各位にこの場を借りて謝意を表したい。
Government Oriental Manuscript Library, Ganganatha Jha Kendriya Sanskrit Vidyapeetha、BhandarkarOriental Research 
Institute、Staatsbibliothekzu Berlin、AkhilaBhiiratrya Saipskrt Pari切d、TagoreLibrary、IndiraGhandhi National Center for 
白eA町、 SriRanbir Research Institute。またアラハバードの写本については九州大学の片岡啓先生に提供いただき、ベ
ルリンの写本については京都大学の WemerKnobl先生のお世話になった。 lsvarapra砂abhijniivimarsiniiηiikhyiiのトラ
ンスクリプトについては、 Roma大学の RaffaeleTarella先生、立正大学の戸田裕久先生に提供いただいた。この場を

借りて謝意を表したい。
1これら三つの方法については高島［1986］を参照せよ
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「シヴァの方法」というより高次の方法へ到達する手段であるのに対して、「シヴァの方法」は解

脱を得る直接的な手段である。

アピナヴァグプタは、トリカの体系をまとめたおntriilokaにおいて、これら三つの方法に「僅か

な方法」（anupaya）を加えた。しかしこれは「シヴアの方法」と実際上の違いはなく、「シヴァの方

法」のより高次のものが「僅かな方法」といわれる。「僅かな方法」とは、師の一言、一連の議論、

あるいは聖典に対する信頼によって頓悟する方法である。再認識派の論書の学習は、伝統的にこ

の「僅かな方法」に相当する。「僅かな方法」には、「私はかの主宰神に他ならない。認識し行為

をするものであるから」という再認識派の主張の証明と反対主張の論駁という一連の議論を通じ

た無知の除去が必要とされる。したがって、再認識派の論書であるlsvarapratyabhij万avimarsinfは、

上記の再認識派の主張の証明とそれに対する反対主張の論駁から構成される。

1.再認識派の主要な著作

lsvarapratyabhij万iivimarsinfは、アピナヴァグプタの直接の師ラクシュマナグプタ（Lak号ma.i:ia-

gupta, ca. 950ー1000）の師ウトパラデーヴア（U中aladeva,ca. 925-97 5）著lsvarapratyabhijiiakarikiiに

対する注釈である。ウトパラデーヴァは、師ソーマーナンダ（Somananda:ca, 900-950）著Sivadr~！i の

内容を反映させる形で、f§varapraかabhijiiakarikaを著し、その趣旨を明らかにするために自注f§vara-

pratyabhijiiakarikiivrttiを著した。この自注は韻文作品であるf§varapratyabhijiiiikii.rikaの韻文上の

制約に伴う構文解釈の難点を補うために著されたものである。したがって、ウトパラデーヴア

はlsvarapratyabhijiiii.kiirikavrttiにおいてlsvarapraηabhijiiakarikaの一語一語を取り上げて註釈して

いない。さらにウトパラデーヴアはlsvarapraの1abhijiiavivrttiを著し、その著作において、一つの偶頒

に対して様々な解釈を与え、派生的な議論を展開している。ウトパラデーヴァの孫弟子にあたるアピ

ナヴァグプタは、 lsvarapratyabhijiiiivimarsinfの他に、ウトパラデーヴァのf§varapratyabhijnavivrtti

に対する注釈としてlsvarapraηabhijnavivrttivimarsinfを著した。アピナヴァグプタは、この著作

においておvarapra砂abhijiiiikii.rikavrttiに対しでも詳細な注釈を与えている。またこの作品では、

lsvarapraり1abhijiiavimarsinzでは他論書からの引用が限られているのに対して、他論書からの引用

が多くみられる。中でも、ダルマキールティ（Dharmakirti:ca. 600“0）のPramii.lJavarttikaをは

じめとする仏教論理学派の論書や、バルトリハリ（Bhartrhari:5世紀）の Va付apadfyaからの引用

を豊富に含んでいる。

再認識派の主要作品は、Isvarapratyabhijiiakarika、lsvarapraかabhijfiakarikavrtti、Isvarapratyabhijna-

vivrtti、 f§varapraのほbhijiiavimαrsinf~ Isvarapraり1abhij万avivrttivimarsinfというこれら五つの著作に

よって構成される20

2このことはマドゥラージャ（Madhuraja）のおstrapariimarsaにおいて次のように述べられている。おstrapariimarsa
4: siitrarp vrttir viv~ir Iaghvl brhatity ubhe vimarsinyau I prakara9avivara9apaficakam iti sastra111 pratyabhijfiay劫／／（「スート
ラ、注、詳注、短編長編という二つの考察、 ［Sivadr~！i という］論書に対する［これら］五つの注釈が再認識に関する論
書である。」） Torella[l 988: 137, fn.l］によれば、 Sastrapariimarsaの写本はマドラスの GovernmentOriental MSS Library 

にある。
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アピナヴァグプタlsvarapratyabhijniivimarsinf＇の研究（I) (Jll尻）

2. isvarapratyabhijnavimarsinfとその注釈について

アピナヴアグプタの著作であるlsvarapra加 bhijniivimarsinf1の特徴は、 lsvarapraり1abhijniikiirikii

の帰敬備に対する注釈において顕著である。ウトパラデーヴァは、 lsvarapraηabhijniikiirikaの帰

敬備の趣旨を自註において次のように述べる。

IPKV 1.1.1: paramesvaraprasadad eva labdhatyantadurlabhataddasyala匂miraham ekiikisaf!1pada 

lajjamano janam apimam akhilarp. svasvaminarp. vak.~yamii.J)opayena pratyabhijfiapayami 

yena tasyapi param訂thalabhenaparitu~yeyam II 

「まさに最高主宰神の恩恵（prasada）に基づいて、とても得難い彼［最高主宰神］へ

の隷属による幸福を獲得した私は、独りだけの達成を恥じて、ここなるすべての人に

も、彼ら自身の主［最高主宰神］を以下に述べる手段によって再認識せしめる。その

ことによって、彼らも究極的真理を獲得することに私は満足するだろう」

自註に基づけば、帰敬偏は次のように読むことができる。

IPKl .1.1: kathaf!lcid asadya mahesvarasya dasyam janasyapy upakaram icchan I 

samastasaf!1patsamavaptihe佃mtatpratyabhijiiam upapadayami II 

「［あらゆる至福を獲得する根拠である（samastas~patsamavaptihetu）］大主宰神への

隷属（dasya）を、何らかの方法で獲得して、人々にも扶助（upakara）を与えようと

望んで、あらゆる至福を獲得する根拠である（samastasaf!lpatsamavaptihetu）その［大

主宰神の］再認識を私は可能にする」

これに対してアピナヴァグプタの注釈は、次のような解釈を与える。

「あらゆる至福の獲得の根拠である（samastasaf!1patsamavaptihetu）大主宰神への隷属を何

らかの方法［恩寵、あるいは師への帰依］3で、完全に獲得した直後に、［ウトパラ自身だけで

なく］人々にも何らかの方法［恩寵、あるいは師への帰依］で、それを再認識せしめる手段

を完全に獲得せしめて、あらゆる至福の獲得の根拠である（samastasaf!1patsamavaptihetu)

3 「何らかの方法」（katharp.cit）という語にアピナヴァグプタは二つの解釈を与えている．アピナヴァグ
プタによれば，思商と主宰神に他ならない師への帰依である.See IPV I p. 26, 3-27, 4: sa ciiyarp. dvitiy功
kiiryakiirai:iabhiivo laukikiinvayavyatirekasiddhaprasiddhakiiryakiirai:iabhiivavilak~ai:iatviit sphu!ena而pei:iasarp.cetyamlinaり
kiidlicitkavastusadbhlivonneyaparamiirth時 atidurgha!akiiritvalak号ai:iaisvaryavijrmbhiibhiivitiidbhutabhiiv時
prathamako!isarp.bhiivaniisiinyakiilikiikiirasvaprakiisiivarai:ianiriikarai:iamanorathasatadu押rapa ityevarp.prakiiraり kathamli
dyotakanipiitasahitena niriipitaりkatharp.cititi [/] kenacic ca prakarei:ia paramesvariibhinnagurucarai:iasamiiriidhanena 
paramesvaragha!itenaiva I （「そして今問題になっているそれ［恩寵］は，二番目の［世俗的ではない］因果関係である．
［その恩寵は］世間の肯定的随伴と否定的随伴（anvayavyatireka）を通じて確立されるよく知られている因果関係と異
なるから，明瞭な形［の因果関係］として理解されない．［その恩寵は］ある特定の時に起こる［究極的な解脱という］
事象の存在に基づいて導出されるべき（unneya）究極的真理である. ['kathamcit’の第一解釈】 ［その思寵は］と
ても不可能なこと事を生み出すことを特徴とする＜主宰神性＞の顕れによって不可思議性（adbhutabhiiva）がもたら
されたものである．［その恩寵は］自らを照らし出すことに対する覆うものを取り除こうという幾百の願望によって
も獲得しがたい．［その覆うものは］［これが］始点ではないかと考えられない［始まりのない］暗雲をもたらす．こ
のような種類の［思寵］が，［第一カーリカー中の］‘katham’［という不変化詞］によって，標示者である不変化詞
(dyotakanipiita) ［である‘cid’という語］を伴って‘katharp.cit’と示された. [ 'kathamcit’の第二解釈】 そして，ある
何らかの方法で，最高主宰神と異ならない師への帰依（文字通りには、足下へひれ伏すこと）によってである．［その
帰依は］最高主宰神によって生み出されたものに他ならない」） IPVのページ番号は Pandeyの刊本に従う。
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［最高主宰神の属性への］近接をもたらすこと（upakiira) 4を望むために、その根拠が

あらゆるものの実現の獲得である（samastasarppatsamavaptihetu）その［大主宰神の］

再認識を私は可能にする」

アピナヴァグプタの詳細な注釈の一例として‘samasta-sarppat-samavapti-hetu’という複合語の解釈

が挙げられる。アピナヴァグプタは、この複合語を「あらゆる至福の獲得の根拠」と「その根拠

があらゆるものの実現の獲得であるものJ というように二通りに解釈する。そして「あらゆる至

福の獲得の根拠J という意味で5、「隷属J (dasya）と「近接性をもたらすこと」（upakara）にかか

る修飾語として、「その根拠があらゆるものの実現の獲得であるもの」という意味で6、「その再認

識」（tatpratyabhij踊）にかかる修飾語として解釈するにまたアピナヴァグプタは一般に「扶助」

を意味する‘upakara’という語を語源的に「近接性をもたらすこと」と解釈している。アピナヴア

グプタは、このように複合語の分析や語源的解釈を駆使し、さらには一つの語を二度読みするな

どの修辞的技法を用いて、ウトパラデーヴァによって明示されなかった再認識派の様々な重要な

概念を!Svarapratyabhij・navimarsinfにおいて敷街している。

アピナヴァグプタ以後、 lsvarapratyabh抑avimarsiniが再認識派の代表的な論書となったが、そ

れはこの論書が、派生的な議論にまで踏み込まず、再認識派の神学体系の精髄を明らかにするこ

とに専念しているからである。 lsvarapratyabhijiiavimarsiniが再認識派の中で代表的な論書となっ

たことは、 !Svarapraの1abhijiiavimarsinf.以外の再認識派の論書に対する注釈がほとんど著されてお

らず、さらにlsvarapratyabhij・iiavimarsinf1の写本の数が他の再認識派の論書の写本の数に比べて圧

倒的に多いという事実からも知ることができる。

!Svarapratyabh伊iivimadinfに対する注釈として現在知られているものは次の二つである。

• Bhiiskarf 

• !Svαrapratyabhijiiiivimarsinfvyiikhyii 

4人々を助けることとは、この場合、最高主宰神の属性への近接性をもたらすことを助ける、ということである。ひ
とは最高主宰神の属性を獲得するとき、自らが最高主宰神となるのである。 SeelPV I p. 33, 3-4: upasabd幼samiplirthaり，
tenajanasya paramesvaradhannasamipatlikaraQam atra phalam I （「［‘upaklira’の］‘upa’は、近接を意味している。した
がって、ここでは、人々に最高主宰神の属性（dhanna）への近接性をもたらすこと（samipakara9a）が結果である」）

5この場合、当該の複合語はGen.Tp.として解釈される。 S巴巴IPVIp. 33, 5-6: paramesvaratiiliibhe hi samastiil:J saJ!lpadaり
ta nmり~yandamayyaり saJ!lpannli eva, roha9allibhe ratnasaJ!lpada iva I （「なぜなら、ちょうどローハナ山を獲得すれば宝石
という至福［が獲得される］ように、最高主宰神の属性を獲得すれば、その［最高主宰神の属性の］流出からなるあら
ゆる［＜遍満性＞などの］至福がまさに獲得されるからであるJ)

6この場合、当該の複合語は Loe. Bv.で解釈される。 SeelPV I p. 34, 5-35, 1: samastasya bhavlibhava” 

而pasyabahylibhyantarasya nTiasukhiidel:J yii saJ!lpat saJ!lpattiりsiddhiりtathiitvaprakiisaり， tasy劫 samyakaviip尚 vi-

marsariiφiり， saivahetuりyasyliJ!ltatpratyabhij描 yam,tathii hi-sphu!atarabhlisamiinan百asukhadipramiinve号ai:iadvare9aiva

piiramlirthikapram耐liibhaiha upadisyate I「［‘samasta-saJ!lpat崎 samaviipti匂h巴tu’は、 Loc.Bv.で］その［最高主宰神の再認識］
に対する根拠があらゆるものの実現の獲得に他ならないその最高主宰神の再認識［という意味である］。‘samasta’「あら
ゆるもの」とは、存在と非存在を本質とする外的な青や内的な楽等である。‘sampat’「実現Jとは、実現（sal)lpatti==siddhi) 

であり、そのような［青や楽等］としての光照である。‘samaviipti’「獲得」とは、完全に獲得することであり、反省的
意識に昇ることである。すなわち、この［体系］において、より明瞭に現出している青や楽等の認識を［根源は何か
と］まさに探求することを通じて、究極の認識主体が獲得されることが教示される」

7アピナヴァグプタが示す帰敬備の構文解釈は次の通りである。 Se巴 IPVI p. 39, 1-4: mahesvarasya 

diisyal)1 samastasal)1palliibhahetul)1 kathal)1cit iisiidya, janasyapi kathal)lcit tatpratyabhij市m iisiidya priipayya, upakiiral)l 

samastasal)1palliibhahetubhiital)1 mahesvaradiisyiitmakam icchan, tam eva samastasal)1patsamaviiptihetukiil)1 tatpratyabhijiiiim 

upapiidayiimi I （「あらゆる至福の獲得の根拠である大主宰神への隷属を何らかの方法で［完全に］獲得して、人々にも
何らかの方法でそれを再認識せしめる手段を［完全に］獲得せしめて（asiidya==prapayya）、あらゆる至福の獲得の根拠
であり、大主宰神への隷属に他ならない［最高主宰神の属性（dharma）への］近接性をもたらすことを望むために、ま
さにその根拠があらゆるものの実現の獲得であるその［大主宰神の］再認識を私は可能にする」）
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アピナヴァグプタlsvarapra加 bhijfiiivimarsinfO)Uf椀（1) (Jll尻）

このうち、パースカラカンタ（Bhaskarak旬！ha,18世紀）のBhiiskarrはlsvarapraか・abhijfiavimarsinf＇の

一言一句をもらさず注釈しようとし、派生的な議論にはあまり深入りしないところに特徴がある。

またヴイシュヌ教の文献であるヴァーマナダッタ（Vamanadatta:ca. 900-950）著Sarμvi伊rakasa

にしばしば言及するなど、再認識派の神学体系の普遍性を確立しようとする姿勢が伺える。一方

作者不詳であるが南インドの作者によるものと考えられるlsvarapratyabhijnal物 arsinfvyakhyaは

Bhaskarrtこ比べて簡潔な注釈である。この注釈は、 Sanderson[2007］においてアピナヴァグプタの真

作ではないと指摘されている PaηantapancasikaやPariUrfsikalaghuvrttiからの引用を含んでいる。

Bhaskarf1の刊本は、 Pandeyがパースカラカンタの子孫から譲り受けた一種類の写本にのみ依

拠している。そのため、 Pandeyによって訂正が加えられている場合や写本の欠落箇所について

はlsvarapraかめhijnlivimarsiniりakhyaから捕われている場合もあり、複数の写本に基づく再校訂テ

キストの作成は必要不可欠である。しかしながら、 Bhiiskarfは現状では唯一利用することのでき

る注釈である。 Bhaskarf1の写本については、写本カタログによれば、シュリーナガルの図書館に

現存することが報告されているに

lsvarapratyabhijnavimarsinfvyiikhyiiはRastogiによって刊本が準備されつつあるが9、写本のトラン

スクリプト一本だけを利用している点に問題を指摘することができる。 lsvarapraり1abhijnavimarsinf-

η1iikhyiiの写本については、トリヴアンドラムにマラヤラム写本が一本10、そしてマドラスにトラ

ンスクリプトが二本現存する11。マラヤラム写本は、図書館の助手RL. Shaji氏によれば少なくと

も200年以上前に書写されたものである。このこつのトランスクリプトについては、一方のトラ

ンスクリプトのマージンに付された数字が他方のトランスクリプトのページ番号に対応している

ことから、前者は後者を複製したものと考えられる12。

この他には、バッターラカ・スンダラ（BhaWirakaSundara）著lsvarapraか・abhijnakaumudr13、ナー

ガーナンダ（Nagananda）の著作14、さらにはサダーナンタ’（Sadananda）著lsvarapra砂abhijniinvの1adfpikii

がある15。しかしながら、これらは出版されておらず、それぞれの内容および著者の年代などに

ついても詳細は不明であり、校訂テキストの出版が待望されるところである160

3. lsvarapratyabhijiiavimarsinf1の刊本について

これまでに出版されているlsvarapratyabhijniivimarsinf1の刊本は次の二つである。

8No. 2412, Oriental Research Library, Srinagar, siiradii, 11 folios. No. 847, Oriental Research Library, Srinagar, siiradli 

155 folios.分量から前者は部分的なものと思われる。他にもlsvarapra加 b抑制vimarsin[ffkiiというタイトルの写本も確

認されるが（No.1655, 1625, 1146）、筆者未見である。

9かつて PandeyとRastogiの共同研究という形で刊本が準備されていたが、共同著作権の問題によって共著という

形で今後出版される見込みはない。

10No. 131, Oriental Research Institute and Manuscripts Library, Trivandrum 

11No. 2103, R4353, Government Oriental Manuscript Library, Madras. 

12筆者はlsvarapra砂abh卵iivimarsinfvyiikhyiiのマラヤラム写本およびトランスクリプトについてはすでに入手済みで

あるが、 Bhiiskarf＜の写本については未見である

13No. 838, Oriental Research Library, Srinagar, siiradii, 142 folios. No. 1089, Oriental Research Library, Srinagar, siiradii, 

82 folios.バッターラカ・スンダラは、 Torella[2002:XLIV, Liii］によれば、 lsvara pratya bhijnii kii rikavrttiの写本のコロ

フォンに再認識の論書に注釈を著したものとして言及されている。

1~No.28, B. 24, Adyar Library.この写本の存在は Raghavan[l981 : 31］に言及されている。

l月Bl67,Oriental Research Institute, Mysore, Telugu, 133 folios. 

16これらの写本については、 lfvarapraり1abhijfiiinvayadfpikliをのぞいて未入手である。
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I. fsvarapraηabhijiiavimarsinf of Abhinavagupta, edited by Mukunda Ram Shastri, 2vols. 

Kashmir Series of Texts and Studies 22, 33. Bombay: Nin;iaya Sagar Press. 1918, 

1921. Reprinted Delhi: Butala and Company, 1984. 

2. A Commentary on the fsvarapratyabhijiiavimarsinf of Abhinavagupta. 2vols. Edited 

by K. A. S. Iyer and K. C. Pandey. Allahabad: The Princess of Wales Sarasvati Bha-

vana. 1938, 1950. Reprinted, Delhi: Motilal Banarsidass, 1986. 

Kashmir Series of Texts and Studies (KSTS）の一冊として出版された前者は、四種類の写本に基づ

いて校訂されており、写本のマージンから回収されたと思われる脚注が付されている。一方、 Pandey

によって校訂された後者には、パースカラカンタ（BhaskarakatJ.!ha,18世紀）の注釈Bhaskarfが含

まれている。

これら二つの刊本の聞には多くの異読があるが、根本的に異なる読みを提示している箇所は少

ない。 Pandeyの刊本に提示されているテキストは、基本的にパースカラカンタが注釈したであろ

うf§varapraり1abhij万iivimarsinf＇のテキストに従ってし亙る。しかしながら、 Pandeyの刊本では、新た

な写本は使用されていない。したがって、 KSTSが基づいていた四本の写本によって支持されず

Pandeyの刊本にのみ見られる異読については、これら以外の写本にその根拠が求められなければ

ならない。また Pandeyの刊本において KSTSの刊本およびその脚注に見られない読みが提示さ

れる場合があるということは、 KSTSの刊本が基づいている四本の写本の伝承とは別の系統の伝

承が存在する可能性を示唆する。これらのことから、オリジナルのテキストを提示するためには

KSTSの刊本が基づいていない写本も含め複数の写本を参照し再校訂テキストが作成されなけれ

ばならない。

これら二つの刊本が、根本的に異なる読みを提示している一例を以下に挙げる。

iPV[KSTS=l 10, 5-7, Pandey=142, 6-143, I]: naca tat iyataparamarthikam17, nirmiyamaQ.asya 

sarvasya ayam eva paramartha与yat功／18

「しかしその［区別（vicchedana) ］は、［ただ顕現しているにすぎない、という］こ

れだけのことによって究極的なものではないということはない。現に創造されている

一切のこの［顕現］は究極的実在であるからJ

ここでは顕現したものが究極的実在であるか否かが問題である。パースカラカンタは、顕現してい

るだけでは究極的実在ではないという根拠として眼病者に顕われた二つの月を例に挙げている190

しかしアピナヴァグプタ自身が述べているように、再認識派の体系では、主宰神シヴァによって

創造されたものの顕現は究極的実在である。したがって、現象世界における個別的な認識の区別

あるいは認識対象と認識との区別も、それが顕現している限りでは究極的実在である。この場合

Pandeyの刊本の‘paramarthikam’よりも KSTSの刊本の‘aparamarthikam＇のほうがより適切であ

17 apliramlirthikam A, pliramlirthikam I. AはKSTSの刊本、 Iは Pandeyの刊本を示す。

18paramiirthaりyataりIA, paramlirthaりIyataりI.

19See Bh I, p.142, 22-143, 8：・ tatvicchedanam, iyata avabhasamatrei;ia, pliramarthikam satyabhiitam, anyathii candradvit-
vasylipi paramarthikatiipatter iti bhiiv功／（「『それ』すなわち区別。『これだけのことによって』すなわちただ顕現してい

ることによって。『究極的なもの』すなわち真実であるもの。さもなければ、二月さえも究極的実在であることになっ
てしまうから、という意である」）
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る。写本上では‘iyatii’と‘aparamarthikam’がサンディを起こし‘iyataparamarthikam’という形であ

らわれることが、このような異読を生んだ原因と考えられる。

3. isvarapratyabhijiiavimarsinfiの写本について

再校訂テキストが基づいている写本と略号は以下の通りである。以下のリストには現在入手中

の写本も含まれている。上記刊本のうち、 KSTSの読みを A、Pandey版の読みを Iとする。 KSTS

の刊本は、校訂者のMukundaRam Shastriによれば、 4本のシャーラダー写本に基づいている。こ

れらの写本は、シュリーナガルの図書館に少なくとも 11本現存するisvarapraη＇abhijiiiivimarsinf1の

シャーラダー写本に含まれる可能性があるが20、現状ではこれらの写本を入手することは困難で

あるためこの再校訂テキストには使用していない。この再校訂テキストでは、 KSTSの刊本が基

づいている写本の異読を刊本の脚注情報にしたがってK、Kh、G、Ghとしているが、これらの写

本の異読については KSTSの脚注に付された情報に限定される。

• N: Central Library, Mah紅吋aSayajirao University of Baroda, Baroda, No. 1828, pa-

pe巴siiradiiscript. （未入手）

・C:Ganganatha Jha Kendriya Sanskrit Vidyapeetha, Allahabad, No. 1212, paper, 

saradii, complete. 

• Ch: Staatsbibliothek zu Berlin, Berlin, No. 5408, paper or birchbark, saradii, com-

plete. 

・J:Akhila Bhiiratiya Sarμslq1 Pari号ad,Lucknow, No. 3366, paper.，鎚radii,complete. 

• Jh: Tagore Library, University of Lucknow, Lucknow, uncatalogued, paper.，錨.radii,

complete. 

• N: Indira Ghandhi National Centre for the Arts, Delhi, uncatalogued, birchbark，錨radii,

incomplete. 

Beginning: vasya tathatvam anucitam…（IPVl.1.1). 

End .... vyavasthapyete yato hy a (IPV2.3.l). 

• T: Sri Ranbir Research Institute, Raghunath Mandir, Jammu, No. 2. birchbark, saradii, 

incomplete. 

Beginning: ratra sarµcikramayi~uり…（lPVl.1.1).

End: ... srimadiiciiryiibhinavaguptasyeti sivam （最後まで含む）．

• Th: Sri Ranbir Research Institute, Raghunath Mandir, Jammu, No. 19, birchbark, 

錨radii,incomplete. 

Beginning：釘guravesiviiyorμ nam功 Isnga~anathaya nam功 InamaりsarasvatyaiI 
orμ niriifarμsat pii~ad aham .... 

End：… asyarthasya svapratyaya (IPV4.16). 

20No. 2403, 2250, 787, 1035, 1037・2,995, 2331, 1161, 1477, 816, 1260-3, Oriental research Library, Srinagar 
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• Q: Bhandarkar Oriental Research Institute, Pune, 4661197576, birchbark, sarada, in-

complete. 

Beginning: sanat I vaidharmyasadharmyabhyam ... (IPVl.4.4). 

End：… va白manl!Qkayapravrttiりsade (IPV 2.3.9). 

• Qh: Bhandarkar Oriental Research Institute, Pune, 168/188384, paper, sarada, com” 

plete. 

• N: School of Oriental and African Studies Library, London, No. 207 in R. C Dogra’s 

1978 catalogue(= MS 44255), paper，錯rada. （未入手）

これらの写本の相互関係についてはいまだ不明確であり現在までの写本処理の過程でいえるこ

とは多くはない。しかし、 f§varapratyabhijfiiivimarsinf1の帰敬備中の‘nirabhasat’と‘nirafarpsat’と

いう異読から、これらの写本は二つのグループに分けられる可能性がある。そしてこれら二つの

グループがパースカラカンタの時代にはすでに存在していたということは確かである。

パースカラカンタは帰敬備の異読について次のように言及している。

Bh I p后： atraca nirabhasad ity asya sthane nirasarpsad iti tu prasast功 pathaり／釘t叩 tra-

loka!Ikayarp srijayarathena parig:rhitatvat I tatra ca nirafarpsat pu町atvenaka白k~arahitad iti 

yojaniyam/ 

「そしてこの［帰敬伺］には、＇ nirabhasat’というこの［語の］代わりに、一方で‘nirafarpsat’

というすぐれた異読がある。聖 Tantrtilokaの注釈で聖ジャヤラタによって是認されて

いることから210 そしてその場合、iirafarpsat’すなわち遍満しているものであるがゆ

えに期待を欠く［それ自身］、と構文解釈されるべきである」

パースカラカンタはこの異読について補足的に言及していることから、おそらくパースカラカン

タが見ていたテキストの読みは‘nirabhasat’であったと思われる。しかしジャヤラタ（Jayaratha:

13世紀）の注釈を援用する形で、‘nirafarpsat’という読みのほうがよりすぐれたものであることを

述べているのである。

21See Tλv on Tλ9.51: amunaiva ciisayeniinyatra niriiSaf!1Siit piin;tiid aham iti purii bhiisayati yat dvisakham asaste tad au 
ca vibhanktuf!l n甘akaliimI svariipad unme号aprasarar:ianime~asthitiju号as tadadvaitaf!l vande paramasiva8aktyatma nikhilam II 
ityadyenoktam II 
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輸相：楠司ミr雨明可l
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o.帰敬備

「私は一切なるそれを讃える。［それは］＜最高のシヴァ＞と＜［最高の］シャクティ

＞を本質としており（paramasiva8aktyatma）、不二なるものある。［その不二なるもの

は］まずはじめに『私」というように［シャクティの部分を］現出せしめる。そして

そのあとで、［それ］自身から［シヴァとシャクティという］二つの枝に自身の部分を

分化しようと意欲する。［それ自身は］遍満しているものであるがゆえに期待を欠い

ており（nira8al!lsat）、［シャクティの］開眼（unme~a）によって展開を、［シャクテイ

の］閉眼（nime~a）によって存立を事受する」（第 1 侮）

「聖ラクシュマナグプタから学んで、彼［聖ウトパラデーヴァ］の弟子の弟子である

私アピナヴァグプタは、このスートラの簡潔な注釈を著す。彼［ウトパラデーヴァ］

は、 r主宰神の再認識」 (isvarapratyabhijiiii）と呼ばれる論書を著した。［その論書は、］

聖トリアムパカ（Tryambaka)22というすばらしい血筋の中で真珠に他ならないもの

として存立する聖ソーマーナンダの知識を映すものであり、［最高シヴァ以外の］他

者を直証者としない［解脱と呼ばれる］人間の最高目的の［達成］手段であり、すば

らしく無垢なるものである」（第2-4偏）

「［このゆえに、］このスートラに対して、著者［聖ウトパラデーヴァ］は、注（vrtti）を

通じて趣旨（tatparya）を紡ぎ、詳しい注釈（μka）を通じてその［趣旨の］考察（vicara)

を語った。それゆえ、私はスートラの意味を以下のように［明らかにして］、再認識の

吟味のために愚かな者たちに向かつて説明するだろう」（第5偏）

「すべての愚か者たちに対して、あるいは幾人かの賢いひとたちに対して［このlsvarapraη－

abhijiiiivimarsinzてるま扶助を与えるものでありますように］。あるいは他のものたちに［扶

助を与え］ないとしても、自分自身に対しては、この Usvarapra砂abhijiiiivimarsin'f］が

扶助を与えるものでありますように」（第6侮）

研究ノ｝ト

第1偏

1.1 第 1備において注目されるべき異読は、 a句にある‘nira8arμsat’（「期待を欠くもの」）と

‘nirabhasat’（「顕現を欠くもの」）である。この異読についてはすでに引用したパースカラカン

22伝説によれば、トリアムパカは一元論的シヴァ教の創始者とされる人物であり、賢者ドウルヴァーサス（Durv1isas)
の息子である。ドゥルヴァーサスは、忘れられた状態にある秘密の教えを復活させるようにシヴァ自身から教示を授け
られた。そして、彼はシヴァ教のアーガマを三人の息子に分けた。すなわち、一元論、二元論、一元論かっ二元論をそ
れぞれトリアムパカ、アマルダカ（Amardaka）、シュリーナータ（Srinii出a）に分けた。ここに三つのシヴァ教の伝統
が生まれた。この三つの伝統に関して、アピナヴァグプタは、 Tantriilokaにおいて、次のように述べている。 Tλ36.12:
tryambak1imardakabhikhyasrin1ith1i advaye dvaye I dvayadvaye ca nipui;i功kramei;iasivasasane // （「ト 1）アムパカ、アマルダF

カ、シュリーナータは、順次、一元論［のシヴアの教示に］、二元論［のシヴァの教示に］、一元論かっ二元論のシヴア
の教示に精通している」） s田 Pandey[1963:135-13ηand To陀 lla[2002:XIV]. 
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タの言明から明らかなように、パースカラカンタの時代にすでにあった異読である。そしてパー

スカラカンタ自身は‘nirasarpsat’という読みをすぐれたものとみなしている。‘nirabhasat’という

読みを採用した場合、「［それ自身は］顕現を欠いており（nirabhasat）、遍満しているものであり、

［シヴァの］開眼によって展開を、［シヴアの］開眼によって存立を事受するJ というように解釈

される230 この「顕現を欠いているもの」という読みを採用すれば、主宰神シヴァの「世界を本質

とするもの」（visvatmaka）という側面と「世界を超越したもの」（visvottIIl}a）という側面のうち、

「顕現を欠いているもの」という語によって後者の側面、‘pfi町lit’（「遍満したもの）という語によっ

て前者の側面が強調される。一方、「期待を欠くもの」を採用すれば、主宰神の自主性（svlitantrya)

の側面が強調される。

また b句に、‘vibha血kturp’と’vibhaktum’という異読もある。‘vibhaiikturp’は第七種動調 bha可

に接頭辞viが付加された動調の不定形であり、「バラバラに壊れる」「二つに割れる」などを意味

する。一方、’vibhaktum’は第一種動調bh司に接頭辞viが付加された動詞の不定形であり、「分割

する」「区別する」などを意味する。これら二つの語は、それ自身を分化するということを意味し

うる点で、ここでは二つの語に本質的な違いはない。

1.2 d句にある‘parama8iva8aktylitma’という複合語について、パースカラカンタは二通りの解釈

をしている。第一解釈によれば、「＜最高のシヴァ＞と＜最高のシャクテイ＞を本質とするもの」

を意味し、究極的原理にある二つの本質としてのシヴァとシャクティが強調されている240 第二

解釈によれば、「最高のものであり、かつ＜シヴァ＞とくシャクティ〉を本質とするもの」を意味

し、シヴァ教における 36番目の原理としてのくシヴア〉原理を超越した 37番目の原理が意図さ

れている250

1.3 パースカラカンタは、クラ派の性交儀礼、特に＜最初の儀式＞ (adiyaga) 26を讃える解釈も

提示している。それによれば、この備は次のように解釈される。

「私はその一体化（advaita）を讃える。［その一体化（advaita）］は、シヴァ［すなわ

23Bh I p.4, 22-24: niriibhiisiit §ivasaktyiidirilpebhyal} iibhiisebhyo ni手kriintiit,ekatvena siva§aktyiidivikalparahitiid iti yiivat I 

tac ca号a!tri111§esivatattve’py astity ata ukta111 pun:iiit itl I ( r 'niriibhiisiit’「顕現を欠いている［それ自身］すなわちシヴア
やシャクティなどといった顕現から離れたもの。要するに単一なるものとしてシヴァやシャクティなどの概念的構想
を欠いているもの。しかしそれは話番目のシヴァ原理にも存在する、というこのことから‘同町iit’と述べる。」）
24See Bh I p.34: paramasival} suddhaprakiisarilp拘／…yadyapi sviinta与krtasaktikasyaivaparamatva111 tathiipi tanni体masya

yogyatayii t司jjiieyam I te eva, a拍車tsamarasibhiiya, iitmii svarilpa111 yasya tiidr§am I yady api sadaiva tayor aikyam na tu keniipi 

nimittena kadiiid eva tathiipi si~yabodhaniirtham ekatra tattve dvitvam iiropyaivam uktam I （「‘paramasiva’（最高シヴァ）す
なわち清浄なる光照を本質とするもの。（略）たとえ自身に内在化されているシャクティを有する［シヴァ］こそが最
高であるとしても、その［最高シヴァ］から抽出された［シャクティ］は、能力（yogyatii）としてその［最高である］
ことが知られるべきである。［それは］それら［＜最高のシヴア＞とく最高のシャクティ＞だけを本質とするものであ
る。意味の上から同一化して（samarasibhiiya)［本質を構成する］。たとえそれら両者の同一性は、ある特定の原因に
よってまさに特定の時にあるのではなく、まさに常にあるとしても、弟子たちの理解のために単一の原理に二者性を
付託して以上のように述べられているJ

25See Bh I p.4: atha vii parama白catat siviiditattva~a!!ri111sakiid uttamaii ca tat sivasaktyiitma ceti vigrahaり（「あるいは
［‘paramasivasaktyiitma’を‘parama’と‘sivasakti’の同格限定複合語正解釈して］最高のものであり、かっくシヴァ＞を
はじめとする 36原理を超えたもの、すなわちくシヴァ＞とくシャクティ＞を本質とするもの、と分析される」）

2凸＜最初の儀式＞は、クラ（Kula）を崇拝する一派の性交儀礼であり、成就したもの（siddha）とヨーギニー（yogini)

の性交を指す。クラは、第三十六番目の＜シヴア＞原理をも超える最高原理を指す。この場合、第三十六番目の原理で
ある＜シヴァ＞原理はアクラ（Akula）とも言われる。そしてクラはさらに、ヨーギニーの家系あるいは一族、また身
体をも意味する。クラを崇拝するものたちにとって、超自然的な力はクラ崇拝特にクラとの同一化を通じて得られる。

FD 
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ち父］とシャクティ［すなわち母］に基づいて［一体化］自体が生じるものであり、

すべて［の身体の部分］に行き渡るもの（nikhila）である。その［一体化の］本質は、

［対象の］顕現を欠いており、満足したものであり、目を開け［て外を見］ることに

よって［言葉にならない感情に］移行することと［射精して］目を閉じることによっ

て［歓喜にみちた自己に］休らうことを事受するものである。［一体化は］その［一体

化の］本質に基づいて、私［アピナヴァグプタという身体］を顕現せしめた。そして

そのあとで、［妻との一体化によって、両親という］二つの枝を持つものになる自分の

［息子という］部分を生み出そうと意欲した」 27

このような解釈は、パースカラカンタ独自のものではなく、すでにおntralokaの帰敬備に対する

ジャヤラタの注釈にみることができる28。

27See Bh Ip. 7, 14--19: atra c討iamabhinaviikhy功 putraりIparamasivaりnarasiiphaguptiikhy功 pitaI sakti vimaliikhyii 

miitii I miitiipitroり pratyak~arp siva§aktiriipatviit I tiibhyiim upiidiinabhiitiibhyiim iitmii svariipapriidurbhiival) yasya tadrsam, 

nikhilam sarviingavyiipi I advaitam advaitariiparp sarpyogam I vis句切avisiHiik~巴pe iidiyiigiidhiriiqharp tayor mithunamiti yiivat 

I granthakiirasya miitiipitarau etanniimakiiviistiimiti hi prasiddhiち［乃 tantriilokeca prathamasloke svayarp tenapyuktatviit I （ま
たこの［マンガラ］では、私はアピナヴァグプタと呼ばれる息子である。‘paramasiva’「最高シヴア」すなわちナラシンハ
グプタと呼ばれる父。‘sakti’rシャクテイ」すなわちヴィマラーと呼ばれる母。父と母は、文字通りには（pratyak号am）、
シヴァ（男性性器）とシャクティ（女性性器）を本質とするから。［‘paramasivasaktyiitman’は gen.Bv.で］それら原因
であるこ者から自体が生じるもの、そのように表現される［一体化］0 'iitmii’「自体」すなわち［それ］自身の生起。
‘nikhila’「すべてに行渡る［一体化］」すなわち、あらゆる身体部分を遍充する［一体化］。‘advaita’「一体化」すなわち、
不二を本質とする結合（sarpyoga）。要するに、［‘paramasivasaktyiitma＇，や‘ nikhila’という］限定要素によって［‘advaita’
という］被限定要素が合意されるとき、＜最初の儀式＞ (iidiyiiga）に位置する、それら［シヴァとシャクティ／父と
母］の性的結合（mithuna）である。著者の父と母は、以上のような名前を持つものであったと、実によく知られてい
る。また、 Tantriilokaの第一シュローカにおいて、彼［アピナヴァグプタ］自らによっても、述べられていることから」）
See Bh I p. 7, 19-24: vande I tat kim I yat niriibhiisiit tasminsamaye vedyagalanena samastavi号ayiibhiisarahitiitI ata 

eva piin:iat tn>tirp gatiit I anyiikiirp勾亘rahitaeva hi twta ucyate I tathii unm勾lll)abahiravalokanena, prasara1.mm aniikhye号u

bhiive~u sarpciiraり，nime号e:r:iavisargakiil巴sviitmanyavasthiinena, sthitiりiinandabharitesvasvariipe visriim功，teju切taiti tiidfsat, 

svariipiit advaitiikhyiit svasmiidriipiit I （私は讃える。それはどのようなものか。‘niriibhiisiit’「顕現を欠いている［本質］J

すなわち、そのとき、認識対象の消滅によって、あらゆる対象の顕現を欠いている。まさにこのことから、‘pun:iat’「満足
した［本質］」すなわち、満足したもの。なぜなら、他への期待を欠いているものこそが満足したものと言われるからで
ある。さらに、‘unm巴号Eりが「目を開けることによって」すなわち、外界を見ること（bahiravaloka）によって。‘prasarai;ia’
「移行すること」すなわち、言葉で表現できない（aniikhya）感情に移行すること。‘nim句ei;ia’「目を閉じることによっ
てJすなわち射精の時には、自身の内に、定在することによって。‘sthiti’「休らうこと」すなわち歓喜によって満たさ
れた自己の本質に休らうこと。［ 'unme~aprasarai;ianime号asthitiju号’は、 Up.Tp. で、］それら［目を開けることによって移
行することと目を閉じることによって休らうこと］を享受するもの、そのように表現される［自身Jo・svariipiit’「［そ
れ］自身に基づいて」すなわち、一体化と呼ばれる自己の本質に基づいてJ)

See Bh I p. 7, 24--8, 7: aham iti parimitavacakaharppad判明yamabhinaveti niimakarp deham I purii bhiisayati bhasayati 

sma I kui;iqagolakiikhyadravyani号yandakrame:r:iapraka~ayati sma I tadanu ca dvisiikhiim vadhva saha melanena dvisakhibhiitiim, 

nりakaliimsutariiparp sviirpsam I vibhanktum putrapautradibhiivena vibhiigayuktiirp, sampiidayi同ma,asiiste, vartamiinasamipye 

vartamiinam I （「‘ahamiti’「『私』というように」すなわち、限定されたものを表示する『私』という語の対象である
アビナヴァグプタと呼ばれる身体。‘puriibhiisayati’「まず始めに顕現せしめた」すなわち、顕現せしめた。うすがゆ
(kui;iqagolaka）と呼ばれる実体があらわれる仕方で現出せしめた。そして、そのあとで（tadanu ca）、‘dvisakham’「二
つの枝を持つ［自身の部分］」すなわち、妻との結合によって、二つの枝を持つものになる［自身の部分］。‘吋akalam’
「自身の部分を」すなわち、息子という自己の部分を。‘vibhanktum’「分けようと」すなわち、息子と孫などへの分化と
結びついた［自身の部分］を生み出そうと。‘iisaste’「意欲した」すなわち、現在との近接性の意味で用いられている現
在形である。）

28See Bh Ip. 8, 13ー17:a yam ciirtho 'tirahasyatvena vaktum ayogyo’pi vimalakaliisrayiibhinavasr~~imahajanani bharitatanus 
ca paficamukhaguptarucir janakaりItadubhayayiimalasphuritabhiivavisargamayarp hrdayam anuttaramrtakularp mama ftiit II iti 
sritantriilokiidyasloke svatarp granthakrtii sthiipita~ ， srijayarathena [em. sriiayadrathena] ca sphu~arp vyii白hyiitaity asmiibhir 

ap百1asiicaniimiitr，巴明 praka~ikrtaり， iti na vayam eva kevalarp paryanuyogiirh功itiI （「またこのことは秘儀であることによっ
て述べるにふさわしくないけれども、『私の＜心＞が輝きますように。［その私の＜心＞は］その両方［シヴァとシャク
ティ］の結合によって顕現した存在の放出を本質とするものであり、無上の不死の身体を有するものである。［その両
者は］父と母である。その母は、汚れなき能力を拠り所とし、新しい創造において輝きを有するものである。その父は
満たされた本質を有するものであり、［精神性（cit）、歓喜（iinanda）、意欲（icchii）、認識（jfiiina）、行為（kriyii）の］五
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第2-4偏

2.1 ここでは特に注記されるべき異読はない。これら三つの備においてアピナヴアグプタは、師資

相承の伝統すなわち、ソーマーナンダ、ウトパラデーヴァ、ラクシユマナグプ夕、アピナヴァグプタと

いう再認識派の学匠の系譜を述べている。またウトパラデーヴアが著したfsvarapratyabhijiiakarika

がソーマーナンダが著したSivadr~！i を反映したものであることを語っている。

2.2 Pandeyの英訳にはd句の‘sunirmalam’（「すばらしく無垢なるもの」）の訳が見られない29。

パースカラカンタは、‘sunirmala’が‘anutt釘おianyasak~ipum紅白opaya’（「他者を直証者としない人間

の最高目的の手段」）と‘vijiianapratibimbaka’（「知識を映すもの」）とともに‘百varapratyabhijiiakhyam

sastram’（「『主宰神の再認識』と呼ばれる論書」）を修飾するものとして解釈しており、それにし

たカまった・300 

第5侮

3.1 この偏によれば、ウトパラデーヴァが:fsvarapraηabhijiiakar.此aを著した後に、それぞれ独立し

弘主h l. Iザ－..--. fl)注邸F品川一一，山，..J.,J.,;;;;;;;T,.;;.,;T,.;;.,.**;J.. f.:.,,...,,..n.,,..h凹 J,J,jj商品山nti~薯 I やhの］－ .；『
，」’回 lI 」 υ 、山」”J LL.Iυuu ，凶....』H 凶•J凶uuりH岬間同，...凶’！＂’圃 IUI 胸’”＇JI ＇ 回’J田＂＂り川町＂＇！＂＂ - ....曹曹司..

に思われる。しかしながら、少なくともアピナヴァグプタによれば、lsvarapratyabhijiitikiirikavrttiは、

lsvarapra加 bhijiiakiirikaと同時に著されたものであり、両著作はもう一つの注釈ifvarapraり1abhijfiti-

vivrttiにくらべて密接な関係にある31。

パースカラカンタは、再認識派の主要な著作の関係について次のように述べている。

Bhlp. 2, 16-3,4：釘manutpaladeva与svagurunirmi旬.Ip.sivadr~lY政hyatp.maharahasya8astraqi 

vyakhyaya tatpratibimbakalpatp. karikamayam Isvarapratyabhijiiakhyarp mahasasttarp pra早Iya

tattatp的 asyadurbodhatam asa1p.kya tanmatrapara laghupratyabhijiiakhyatp. vfttirp ca lqtva 

tatrapi mandabuddhyanugraha叶iatp.madhyapratyabhijiiakhyatp. vivftitp. krtavan I tatra ca 

sarv司an油itむ由arp釘matabhinava.伊 ptac訂yei.iabrhatpratyabh詰員法hyabahuvistara l政alqta

I tadvicarai.ie ca janam a8aktatp. j踊tvaten創vapratyabhijiiakarikasiitre号usatp.grahamayI vi-

mar8initi prasiddha μlea h鼠／

「聖ウトパラデーヴァ先生は、自らの師［聖ソーマーナンダ先生］によって著され

たSivadr~！i と呼ばれる大いなる秘密の論書を説明する。そして、その生き写しである

つの主要なる［シャクティ］によってその望み（ruci）が満たされたものである』（Tλ1.1）というように聖路ntriiloka

の冒頭のシュローカで著者［アピナヴアグプタ］自ら確立している。また聖ジャヤラタによって［このことは］明瞭に
説明されている。したがって、私たちもここで単に示唆するだけで［このことを］明らかにする。したがって、ただ私
たちだけが詰問されるべきではない」）ジャヤラタの注釈については Sanderson[2005］を参照せよ。
29Pandey[ 1954: 1]: Having been tau喧htby Lak号maQagupta,I, Abhinavagupta, grand-disciple of him, who wrote the flawless 

work, called Isvarapratyabhijfili, am writing this brief commentary 011 his (Utpala’s) work: the work which is a repres氾ntation
of the system of somananda, a gem in the family of Tryambaka, and is a means to the attainment of the p凶右lysubjective 
supreme human goal. 
305田 BhI p. 9, 13-14: anyac ca sunirmalam suddhlibhedavlicakatvena lak切りaylibhediikhyamalarahitam I （「さらに

‘sunirmalam’「すばらしく無垢なるももの」すなわち、清浄な不異を表示するものであるがゆえに、間接的表示によっ
て差異と呼ばれる汚れを欠く［論書］が表示されている」）
315田 IPVV16: paramarthata aikyam anayor ekak昌lakrtatvat（「究極的には二つ［の著作］は同一である。同時に著され

たものであるから」） , 183: evaip ca vadan siitravrttyor ekagranthatliip sphutayati I （「そして以上のように述べて、スート
ラと注が一つの作品であることを明示する」）
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(pratibimbakalpa）詐項からなるかarapratyabhijiia(isvarapra加 bhijiiakarika）と呼ば

れる偉大なる論書を著した。そして、その [isvarapratyabhijiiakarika］の趣旨の難解

さを懸念して、その［趣旨の説明］だけを意図して Laghupratyabhijiiaと呼ばれる注

釈 (i.Svar,αpr，的1abhijiiakarikavrtti）を著し、その注釈に関しても、愚かなものへの恩寵

(anugraha）のために、 Madhyapraηabhijiiaと呼ばれる注釈 (i§varapratyabhij万iivivrtti)

を著した。そして、その [i.Svarapraηαbhijiiavivrtti］に対して、あらゆる人の利益の

ために、聖アピナヴァグプタ先生は、 Brhatpratyabhijiiaと呼ばれる詳細に渡る注釈

(i§varapr,均 1abhijiiavivrttivimarsinf）を著した。そして、人がその [i.Svarapra砂abhijna-

vivrttivimarsinf］の考察に対して能力がないことを知った後で、同じ彼［聖アピナヴァ

グプタ先生］は、 Pratyabhijnakarikasatra(ifrarapraり1abhijnakarika）に対して、要約か

らなる Vimarsinf(lsvαrapraηαbhijnavimarsinf）というよく知られている注釈を著した」

ここでパースカラカンタは、アピナヴァグプタの二つの著作順序について、isvaれ'O.praかabhijnavivrtti-

vimarsinfが'f§varapratyabhijiiavimarsinflこ先行すると述べているが、アピナヴアグプタ自身が後者

において前者に言及していることから32、isvarapratyabhijiiavimarsinlが先行すると考えられる。

Torella[1994: XLIII］によれば、パースカラカンタは別の箇所（BhII, p. 316）で二つの著作順序

について上述の箇所とは逆にf§varapratyabhijnavimarsin訪ま先行していると述べているが、 Torella

によって言及されている箇所はパースカリーではなく、 Bhaskarf(J)欠落を補う形で挿入されてい

るisvarapratyabhijnavimarsinfvyakhyaである。南インドのものと思われる注釈f§varapraηabhijna-

vtmadzn[vyakhyaほ、 Uvarapraかabhi}Aavlmarslniが!Svaraprat)ゆhij初 vivrttivimarsinftこ先符してい

ることを伝えている330 

3.2 Th写本にのみ‘drbdham’（「紡いだ」）に対して‘dr：許am’（「探求した」）、＇mandabuddhin’（「知

性が鈍いもの」）に対して‘siik~mabuddhin’（「聡明なもの」）という異読が見られる。前者につい

ては「糸J を意味する＇ siitra’との関係からも‘drbdham’が適切であろう。後者については、第6

備との関係から‘siik~mabuddhi’が適切であろう。

第6偏

4.1 ここでは特に注記されるべき異読はない。先行する備で述べられた再認識の吟味という目的

に対して、二次的な目的として自分自身すなわち自らの息子や自らに帰依する弟子達に扶助を与

えることが述べられている34。

32See IPVV III, p.230: anenaiva asayena asm語bhiりsiitravimarsinyamekarasatvena idaiμ siitraiμ vyak:hyatam, iha tu 
ya~adgati vicarayitum itthaiμ vibhagena apek弱vyak:hyataI 

33当該箇所は、 fsvarapratyabhijfiavimarsinfvyakhyaである。 SeeBh II, p. 316: laghvl ity anena padena punar api s a 
mukhena pratyabhij踊sastraipprati brhatl kacid vimarsinI bhava~yafiti sficitam I （「‘laghvl’とし通うこの語によって、再び自

ら合口を通じて再認識の論書に対して Brhatfという特定の vimarsiniがあるだろう、ということが示唆されている」）
.HSee Bh Ip.砥 2ふ17~ ~： e~a svatmani sv制 iinnutpa削 bh紘桝vesenaca sv加atulye~u putradi~u si~y叩i叫 up帥i9!

vinodabodhakhyopakarakan9!, syat I （「この［論番］が‘svatmani’「自分自身に」すなわち自分自身に対して、誕生を通

じて自分に似た息子などに対して、また帰依に参入したすることによって弟子たちに対して。‘upakarin’「扶助を与え
るもの」すなわち［理解の困難さを］取り除く知（vinodabodha）と呼ばれる扶助するものがありますようにJ)
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ディプロマティックエディション

筆者が写本をどのように読んでいるのかを明らかにし、他者による写本の照合の便宜を図るた

めにも、それぞれの写本を可能な限り忠実に提示する。単語ごとの区切りについては任意に行っ

ている。

ただしシャーラダー写本に豊富に含まれるマージナルノートの提示については行っていない。

略号表は次の通りである。
事（） フォリオと行数を示す。

？ 判読不能箇所を示す。

＋ 写本欠落箇所を示す。

I datttJa 

11 double da1:uJa 

＜＞ 付加された ak~ara を含む。
日 不明瞭な ak~ara の部分を含む。

｛｝ 削除された ak号araを含む。

v 行の上に挿入されたことを示す。

〈 行の下に挿入されたことを示す。

Iivarapratyabhijnavimarsinf 

c 
*(lb/Ol)orp srisvasty astu sa泊karayanamaJ:t srigai:iadhipataye 

*(lb/02)nam功。甲nirasarpsatpu:r:iad aham iti pura bha 

*(lb/03)sayati yad dvis政hamafaste tad anu ca vibha白k加申

*(lb/04)nりakaIぉnsvan1pad unme号aprasarai:ianime

*(lb/05）号asthitiju号astad advaitarp vande parama8ivasaktya 

*C 1 b!06)tma nikhilam I sntraiyambakasadvarpsamadhyamu 

*( 1 b/07)ktamayasthiteり釘somanandanathasyavijiiana 

*( 1 b/08)pratibimbakam anu江町如anyasak~ipum紅白o

*( 1 b/09)payam abhyadhat Isvarapratyabhijfiakhyarp 

*(lb/10) yat sunirmalam ta中rasi~y功 karomy et抑制sfitravi

*( 1 b/11 )vftirp laghum buddhvabhinavagupta harp srimallak号ma

*( 1 b/12)i:iaguptat均lvf!tya ta中aryarp!ikaya tadvicar拘

本（ lb/13)sfitre~v et匂ugranthakare:r:ia drbdham tasmat siitrarthaf!l 

*(2a/O 1 )mandabuddhin pratit由arpsamyag vy紘hyasyepratyabhijiia 

*(2a/02)viviktyai I sarvatralpamatau yad va kutrapi 

*(2a/03)sumahadhiyi na vanyatrapi tu svatmany e号asya 

*(2a/04)d upakari:r:tI I 

Ch 
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*(lb/I) orp svasti sngai:iesaya nama年orp.namaりsivaya11 

*(lb/2) orp. nirabhasat pfirl).ad aham iti p町 abhasayati yad dvi錫

*(lb/3)kham asaste tad anu ca vibha V<?> kturp. n討akaliimsvan1pii 

*(lb/4)d unme号aprasarai:ianime号asthit討u号astad advaitarp. vande parama 

*(I b/5)sivasakty加 anikhilam II釘traiyambakasadva凶 amadhya

本（1 b/6)muktiimayasthitel:). srisoman加 d叩 iith出 yavij儲 naprati

*( 1 b/7)bimbakam anuttariinanyasiiksipumarthopayam abhyadhiit 

*( 1 b/8 )isvarapratyabhi jii訟hyarp.ya!:). sastrarp. yat sunirmalam tatprasi~y幼

*(lb/9)karomy e樋mtatsfitraviv手irp.laghum I buddhviibhinavagupto harp. 

*(lb/10）釘mallak~m切aguptat功 I vrttya tiitpary叫i!ikaya tadvi 

*( 1 b/11 )ciira年sfi位向vete号ugran出akarei:iadrbdham tasmat sfitrii 

*(lb/12)rtha甲 mandabuddhinpra釘ttharp.samyag vy紘hyiisyepratyabhijiiiivivi 

*(lb/13)ktyai sarvatriilpamatau yad vii kutrapi sumahiidhiyi na vanya 

*(lb/14)trapi佃 svatm加 ye号asyad upakariポ

J 

*(1 b/1 )orp. namo vighn油antreI orp. nama年sivayagurave I sriramabhadraya namaりIorp.. nirasarp.siit 
puri:iad aham i 

*(lb/2)ti p町五 bhiisayati yad dvi鎚khiimasiiste tad anu ca vibhaitkturp. 吋akalamsv紅 fipiidunme~a

prasar旬anime号a

*(lb/3)sthitiju~as tad advaitarp. vande par創nasiva§aktyatmanikhilam 1 sritraiyambakasadvarp.samadhya-

muktiimayas由i

*(lb/4)te与srisomanandaniithasyavijiianapratibimbakam 2 anuttariinanyasiik号ipumarthopayamabhyadhat 

isva 

*( 1 b/5)rapratyabh加紘hyarp.ya年siistrarp.yat sunirmalam 3 tatprasi~ya与 karomy etiirp.. tats耐 avivfttirp.

laghum buddhvabhi 

ホ（lb/6)navaguptoharp. 釘malla~mai:iaguptata与 4vfttya tatparyarp. p:kaya tadviciir功 s加·e~v ete~u gran由a-

kiirena dr 

*(lb/7)bdham tasmat sfitriir白arp.mandabuddhin prafittharp. samyag vy紘hyiisyepratyabhijiiaviviktyai 5 

sarvatrfilpamatau yad vii 

*(lb/8)kutriipi sumahiidhiyi na vanyatrapi tu svatmany e~a syiid upakiirii:ii 6 

Jh 

*(lb/l)orp. 

*(lb/2)namo ga早apataye

*( 1 b/3 )orp. svasti 11 srimattripurabhairavyai nama年｜｜

*( 1 b/4 )orp. nirabhiisat piiri:iad aham iti purii bha 

*(lb/5)sayati yad dvi弱.khiimasaste tad anu ca 

*(lb/6)vibha白kturp.n討akalamI sva而padunme号a

nU 
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アピナヴァグプタlsvarapratyabh抑制marsinf1の研問（1) （川尻）

*( 1 b/7)prasaral).anime号asthitij町田 tadadvaitarp va 

*< 1 bt8)nde paramasivasaktyatma nikhilam I sn 

*( 1 b/9)traiyambakasadvarpsamadhyamuktamayasthiteJ:t I 

*(lb/10）錨som如 andaniithasyavijfiiinapratibimbaka 

*( 1b/11 )m I anuttarananyasiik~ipumarthopiiyam a 

*(lb/12)bhyadhat I iSvarapratyabhijfiiikhyarp y功siistrarpyat SU 

*(lb/13）凶rmalamI tatprasi~y功 k釘omyeta甲tatsiitravi

*(2a/l)vftirp laghum I buddhviibhinavagupto ’harp srlma 

*(2a/2)11ak~mal).agup阻tめ｜可ttya t拘 aryarpμkayii 

*(2a/3 )tadviciiraりsiitre号vete~u gran由akiirel).ad:rbdha 

*(2a/4 )m tasmiit siitriir出arpmandabuddhin pratittharp samya 

*(2a/5)g vy誌hyasepratyabh抑制viktyaiI sarva凶 pa

*(2a/6)matau yad vii kutriipi sumahiidhiyi I na vii 

*(2a/7)nya凶 .pitu svii加 anye戸syiidupak副 l).II 

Th 

*(lb/l）釘guravesivayorp namaJ:t I snga早aniithiiyanamaJ:t I nama与S紅 asvatyaiI 

*( 1 b/2)orp niriiSarpsat piifl).iid油amiti purii bhiisayati yad dvis誌ham誕五

*(lb/3)ste tad anu ca vibhaiikturp n首位aliim八＜I>sva而piidunme~aprasaral).anime 

*(lb/4）号as出itiju~as tad advaitarp vande paramasivasaktyiitma nikhilam 11 

*( 1 b/5)sritraiyambakasadvarp8amadhyamuktiimayasthiteり｜釘som加 andan紬錨yavijfiii 

*( 1 b/6)napratibimbakam I anuttaranany筒抜手ipuma叫iopiiyamabhyadhiit I 

*( 1 b/7)isvarapratibh加制iyarpyas弱strarpyat sunirmalam I tatprasi~ya年 karo

*(l b/8)my etiirp tatsii佐aviv:rtirpIaghum I buddhviibhinavagupto harp snmallak号mal).agu

*( 1 b/9)ptat功 Ivfttyii tiitparyarp μ1cayii tadviciiraり siitre~v ete号ugran由akiirel).a

*(lb/lO)d将iamtasmiit siitriirtharp siik与mabuddhinpratittharp samyag vy誌hyiisyepratyabhij筒

*( 1 b/11 )viviktyai 11 sarvatriilpamatau yad vii kutriipi sumahiidhiyi I 

*( 1b/l2)na viinyatriipi tu sviitmany 句asyiid upakぉil).iI 

Dh 

*(lb/l)orp vighnahan甘enamaJ:t sivasvariipiiya gurave namo nam功6的

*(2a/2)nirasarpsiit piifl).iid aham iti purii bhiisayati yad dvisakhiim asii 

*(2a/3)ste tad anu ca vibhatikturp n司法aliimsva而padunme~aprasar問a

*(2a/4 )nime与asthitij時｛o}astad advaitarp V<vande> paramasivasaktyiitma nikhila 

*(2a/5)m 1 sritraiyambakasadvarpsamadhyamuktiimayasthiteりsrlsomii

*(2a/6)nandaniithasya vijfiiinapratibimbakam 2 anuttariinanyasiik号i

*(2a/7)pumarthopayam abhyadhat isvarapratyabhijfiakhyarp y功錯strarpyat suni 

*(2a/8)rmalam 3 tatsiprasi~yaり karomy etiirp tatsiitraviv:rttirp laghum 

*(2a/9)buddhviibhinavagupto harp 釘mallak~m切符uptat均 4 vfttyii tiitparyarp !i 

FLD 
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*(2a/l O)kaya tadvicar幼 siitre~v ete号ugranthakarei:ia d:rbdham tasmat sii 

*(2a/l l)trartharp. mandabuddhin pratittha111 samyag vyakhyasye pratyabhijfiaviviktyai 5 

*(2a/12)sarvatralpamatau yad va kutrapi sumahadhiyi na vanyatrapi tu 

*(2a/13)svatmany 句asyad upakarii;ii 6 

/Svarapratyabhijnavimarsinfvyakhya 

No. 2103, Government Oriental Manuscript Library, Madras. 

*(1/l)J J話varapratyabhij踊 siitravima凶 nivyakhya11 

*(1/2)namariipatmaka111 vifarμ yasya Inayita111 vapuりi
*(l/3)prakasaya namas tasmai savimarsaya fambhave II 
*( 1/4 )iha visvanujigh:rk~aparaり paramasiva eva sakalabhiimai:i<;lalottare srimaccha 

*( l/5)[???]divya kri<;iasadane釦kasmiradesesrinarasarp.haguptasahadharmacavi 

*(l/6)[???arμ] srimatya111 vimalayarμ ITiayavatirya srimadabhinavaguptanatha iti 

*(l/7)[pra]khyatabhidhato nikhilarahasyamnaya sarabhutarμ sritraiyambakasantanacii 

*(l/8)[???]m切isrimadutpaladevacaryamukhodgita111釘madisvarapratyabhij泊khyarμ sa 

*(l/9)[stra甲］ vyacikhyasuりsvavyakhyanasyani叩ratyfihaparipurai:iayatacchastrasa 

*( 1/ 10) [ ra ]bhiita111 pararμ devatarμ samavisyanugrahyajanasamanesartharμ s佃tiparamarsapfirvama 

*( 1/11 )[bhi]mukhikaroti -nirafarμsad ityadina 11 

*(1/12)[ya]t aham iti pii珂如nirafarμsatunme与aprasara明nime号asthitiju~aり sva

*(1/13）［而p]atnijakala111 pura dvi臼khamabhasayati tad anu tam eva vibha故 tumasa 

*(1/14)[s]te ca tat paramasivasaktyatma nikhilam advaita111 vande ity anvaya.J:i I 
*(l/15)yat kila sritri111sik誕astre{m｝一

*(l/16)anuttara111 katha111 deva sady均kaulikasiddhidamI 
*(l/l 7)yena vij筒tamatrei:iakhecarisamata vrajet 11 

*(2/1 )etadguhya叩 mahaguhyarμka[tham asya] mama prabho I 
*(2/2)[????e] sa tu ya saktiりkauli[k]ikulanayi[ka] 11 

*(2/3)ta111 me kathaya devesa yena twti[rμ] vrajamy aham I 
*(2/4)[iti???????] devi prasnam avatartha 

*(2/S)s:rちudevi mahabhage uttarasyapy anuttaram I 
*(2/6)kauliko’ya111 vidhir devi mama h:rdvyomn[??????ta刷｜｜

*(2/7)ityadina sarvatan[tr]e［与］usarvada ity antena granthena prativacanam arpayata bhaira 

*(2/8)[vei:ia] catu[rda]sayutam ity atroddhftya etad anantaram V<??e>anyac cara ityadina tasyaiva 

*(2/9)sarvasiddhivibhutisamudayatvam upavafl).itam I 
*(2/lO)evam anuttarabhanarikatmakaparabhairavayamalavac北白hiita111maha 

*(2/1 l)phalaprada111 h:rdayabijam asmin sastravatara etan nayoginijata ityadi sarva 

*(2/l 2)jfiatvam avapyata ityantena jivanmuktivibhiityatmaka paraparasiddhihetubhiita 

*(2/13)m anuttarabhanarakaparabhattarikatmakabhairavayamalavacakibhiita111 h:rdayabija 

*(2tt4)m alocitam I tact atra snmactisvarapratyabhijn誕astravyakhyana111bha 
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アピナヴァグプタlsvarapraかabhijniivimarsinf1の研究（I) (Jll尻）

*(2/15)yapader bhaii[???]ntare加 praka~ilqtam I tad yatha yad ityanenanuttaram I ni 

*(2/l 6)jakalam iti visa唱asaktiりunm句aprasaral).etyadicaturda8asva [???] I nikhila 

*(2/17)m ity anena sadvp:tirupavisvam I etac ca sastrakarair adhikaracatu許可erahasya 

本（2/18)[bha］与ayatadabhihitam I kathaip tatra +++++ nime~alaksai:iena 

*(2/ 19)saipkocavikasatmana j踊nakriyalak号旬enasvabhavena svaparisyandana[sara] 

*(2/20) eva na tu parini符hitapariclinnaj吋asvarupaghatadituly功tas[yaca] saipko 

*(311 )[ ca]vikasayogaりtrikoi:iah:rdayaparispandanadi号uyathii. yathii. sphu帥hava

*(3/2)++++++++++++ bhairavasaipvidi yathii. 抑制sanyfimohavati

*(3/3)tatha tatha tannikf~yate yavaj ja9e pa~iil}adau sa ca saipkocavikasalak号ai:io’

*(3/4)pi sargasvatantryatma bhagavato’nuttarasya saktir iti laghu {pa} v <vr>ttyukta[ ???]yena 

*(3/5)[j負］anakriya品ikarabhyaipbindudvandvatmika visarga8紘tira+++

*(3/6)++ rupa[??]tmana prathamena hi keV <te> na sadvp:tipramatp:atva { ?? } nirfipa早atmana

*(3/7)dvitiyenahnikeV <te>na凶鈍laipsarvadhii.tvantarii.linetyadinanuttaram ityadhika 

*(3/8)[ri] catu~！ayantarhrdayab司錨va而paip spa号!alPdra~！avyam I 

*(3/9)iha hi etaddhfdayab司amevacaryair ahamkamah盈na++++

*(3/lO)ktam I asya m油加印刷syaIV＜五＞dyantantargatananta8aktivisrantinirbharamI 

*(3/1 l)nuccおyamahaipvacam ad国yeh:rdayaip prabho与｜｜

*(3/12)adyantantargatanantavacyavacakanirbharam I 

*(3/13)r油asyaipmantramudrai:iaip prapadye ’hamanu蜘 amll

*(3/l 4)[sa]ha iti sriparyantapaiicasikopakramopasaipharaslokoktanitya adyama 

*(3/15)[??]ram anuttaram 

*(3/16)vis町go’yamathaty紅白aip.sphu!o’bhut srjyavistarat I 

*(3/17)etatsr~！ii.tmasaktinam itaretaramisrai:iat 11 

*(3/l 8)bhavatk号obhantaraipnasmad visargad bii.hyato bhavet 11 

*(3/19)[i]ti nitya ca I akaradihaarantii.k~ar町a唱aり pa白cadhii. saceti tantrasa 

*(3/20)[dbh]avoktanitya cantyabhfito hakaro visarga年amitya住ab司au出向lasa 

*(4/l)d可ttidra~！釘ye I ka出 向tadbrahmaparaiμ suctcthaiμ I santam abhinnatmakaiμ samaiμ sakalaip. 

*(4/2)amp:aip. satyam臼ntauvisramyati bhii.svararupayam i~yata iti { cet ya} v <vedya> ta 
*(4/3)iti saip.padya阻 itica bhasva <ra＞而pei:iamaramr~！aipsad api v ＜加＞ nabha与pr；踊耐iatvamabhye 

*(4/4)titi paramおthasaroktaprakar句ecchajiianakriyatmakaip.trisiilam e号al).iy吋員eya

*( 4/5)karyatmakasadvp:tirupaqi vedyarasiip sv立.rtyatad etad vedyavedanavedakavisranti 

*(4/6)tray創nayaipV釘明trayasya而pamiti s回aghuηttyuktanityasvayam api vedanatmaka 

*(4/7)tvad visvavedyavibhagavedanatma bindur iti釘sambavyakhyanoktanitya

*( 4/8)visvavedyavibhagavedanatmani svopari vartini bindau visramyatity as ya 

*( 4/9)bindostri釦lasadvp:timayatvamI kiipca h:rdayasya miilabhage sadvp:tirupe 

*(4/lO)vedyaqise jagrat svapnasu刊ptyatmakatisphu1asphu!asphu!abhedatraya8alinisa 

*(4/1 l)rvatha sanmatraprathamakalavap同ivisramyaj vロtavutt訂訂upayaqi8aktisiva 

*( 4/l 2)tatvantakramei:ia turiyapadaparyantaip. visrantena kramabhinnasamasta V <ta>tv { e} asvikarai;ia 

*(4/13)d asanavyaptiりpradarsitabhavati iti s剖aghuvrttidr~！Yii sad vp:titrisiila 
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*(4/14)yor api vedyarasimayatvat k号ityadisivantavedyavibhagavedanariipebi 

*(4/15)ndau visrantiち

*( 4/16)vedyarp svakramasiddhavittimanupravisadailgavi~ayadyam I 
*( 4/l 7)iti sriviriipak~apaficasikoktanitya yuktaiveti hrdayabijasya sahamangra 

*(4/18）蹴arbhavaりIvastuηttya tu 
*(4/19)amiilata年kramatj白eyak~antadr；号！ir udahfta I iti I 
*(4/20）町制踏出oya血avan;ia［り］s由i帥 sarvagat均priyeI iti I 
*(5/1) a号tatrirpsatpararp dhama yatraitadvisvakarp sph町 etI iti I 
*(5/2)s盈平ena凶tayarpvyaptarp凶釘lenaturiyakamI iti I 
*(5/3)[??to ]visa { rgi} rgatmika ~o<J話Ibhairav{i}atmika yavat S紅VO師町aturiya

*(5/4)[spr]gi~yat iti I akaro vaisarvagiti錨tan回 m出 atI bhavatan伽 V仰

*(5/5[dha]nikam副inivijayalaghuvrv<ttisru> tyuktanityanuttaravisargayor bhairavaya 

*(5/6)[??]Iayor akaradik~akar如tavacakak号ityadisiv加tavacyasamu師11,1atva

*(5/7)[??]h加組tradasott同atvamI tathapy anayor api matrkata evantarbhavatta 

ベ5/8)[??]trkamiilabhiit抑制man回 mayatvamapy制 yeva I kirp b油una-m油加an岡

市／9)tivimarfo hi visvakareQa visvaprakasanena visvasarphare。avakftrima 
*(5/lO)m iti sphura早amityupanyasanitya 

*(5/ll)tau ma町ma+++ti meyamayar白agarbhau

*(5/12)ma同年sivesivapita年6紅勾arpsraye vam I 
*(5/13)[?]ti srisiiktavalyuk阻.nityaca tayoりpa泊m符！a而payoranuttarap紅・abha!!a

*(5/14)[??]kayo}.l svatma8ivadik~ityantavisvakro<Jikarako ’hamiti p訂 amar8a与｜

*(5/15)[??Jd uktaiμ sritantraloke ++++++ sargatmasivasaktyadvaya 

*(5t16)C???Jni I阿加制onirbharatvad油m ity ucyate prabho与｜｜

*(5/17)[n司tynenaivasayenadavahamiti prayukta与ititievaiμbhiitena mahama 

*(5/18)[??]Qa piifl)at bh制 tatI pu町atvarpnama sivadi匂ityantavisanirbharatvam紘五

*(5/19)[??]Qiyam aparaiμ yena +++++ na dvitiyasya yuktaiμ yat p組 pii町ataI 
*(5/20)[??]ti srimatstotravalyuktanitya nirasarpsad unm句etyadinanav紅at司a<Ja

*(6/l)grahmav剖ivilak号砲as将！Yadipaficavidh北れyakaritvamuktam I tatronme 

*(6/2）号a与 sr~P.り prasaraQ創p sthitinime +++++++ hau gr 

*(6/3)hyete I 
*(6/4)cidatmaiva hi devo’nt拘sthitamicchavasad b油均｜

*(6/5)yogiva nirupadanam紅白司副arpprakasayet 11 

*(6/6)iti vak~yam3.I)anitya ata与sarpvidaikyenasthitasvabhavariiser bahir unma 

*(6/7)jjana而patviidunm句asyagr ++++++++ ti he同tvat

*(6/8)pras訂叫asyasthititvarp bahiriipatiiviliipanenantarnimajjanatmakatviinnime 

*(6/9）号asyasa甲haratvaiμ sarphftasya bhavaraser antaりsarpskariitmaniivas出iipak油etu

*(6/lO)tviit sthites tirodha{ dha }namayatvarp tiidr§asya bhavarases ci +++++++ 

*(6/1 l)+++++taranugrahatmatvarp ca yadi vii unm句etyadisthitityantena ke 

*(6/12)valaiμ sr科isa凶iaravabhidhiyete I tato nme号aprasiiral}etyanena sr~！iり nime
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アピナヴァグプタlsvarapratyabhijfl.iivimarsinf1の研究（！） (Jll尻）

*(6/l 3）~asthi由y anena saiphar功 Isthitivilayanugrah3.I).aip visi ++++++ 
*(6/14) ++++tvat nadhikyam iti pralayodayabhyam eva paficavidhaip paramesvaraip lqtyaip 

*(6/15）問中grhyateI釘spandanili}.ayoktanityasthititirodhananugrahas tv anayo 

*(6/16)s tv anantarbhiita eva I tatra s符tyantargatasthiti年satpharantargatautirodha 

*(6/17)nanugrahau I anena I yasyonme号anime~abhyaipjagat幼pralayodayauI 
*(6/18)taip臼kticakravibhavaprabhavaip8arikaraip stum幼｜｜

*(6/l 9)iti srispandakarikar由asaipg~"hitasvariipad atmiyat avinasino而pya

*(6/20)m匂asyakaryariipavisvasya kar叫a{ riipa} v <bhiita> t saktiriipat yo visv司ivita

*(7/l)mayo bhagavat prakasaりIiti snsiiktavalyuktanitya prakasanad bhavat I 
*(7/2)a由aca-

*(7 /3)nijadharmii;iaip svariipaip prakasayanti prakasyavargasya I iti 

*(7/4)iti sriviriipak~apaficasikoktanitya sv創psviitmana年prak誕紅白paipprakiisya 

*(7 /5)sya visvasya riipayantiti vii svariip抑制向｜

*(7/6)sarv柄拘sarvakartiica vyiipak功paramesvara年｜

*(7刀）saeviihaip saivadharma iti dar<Jhyacchive{bhave }t I 
*(7/8)iti srivijiianabhairavoktasthityii sarvaj員atviidiyuktiitsvarii肉｜凶~aka

*(7/9)liim iti nijiitp sahajiitp 

*(7/lO)saktisaktimator y出 madabhedaりsarvadasthita年｜

*(7/1 l)atas taddharmadharmitviit para sak均 paratman功｜｜

*(7/12)saktis ca saktimadriipadvyatirekaip na vafichati I 
*(7/13)tadぉmyaman可ornityaip vahnidiihikayor iva 11 iti 11 

*(7/14)ananyiipek~ita yasya visvatmatvaip prati prabho I 
*(7/15)taip p踊 mprati bhiitp devitp saipgirante by anu伽加｜

*(7/16)akulasyasya devasya kulaprathana§alini I 
*(7/17)ka叫i恒 sap訂・asaktiraviyukto yayii prabhuり｜｜

*(711s)[te1 snvijnanabhairavaprabodhapancadasikatantralokasthitya svaviyuktam I 
*(7I19) [??]ca yasmiip s白itel}yad udeti liyate a tatta叩iirviiparabhagavyapiI yatha 

*(7 /20)[???]va白karaiti vak~yam匂a{??}nitya visvapiirvaparako!ivyapitvan nityaip sva 

*(8/l)tmano +++ bhedanaip k~epo bhedeti tasyavikalpanam I 
*(8/2)jfianaip vikalpa年Satp凶 yanamanyatovyatibhedanat I 
キ（8/3)gatisvariiparohitvaippratibimbavad eva yat 

*(8/4)nadasvatmap訂加a括的側忌｛？？｝旬dvilapanat I 
*(8/5)iti paficavidham enarp. kalanaip kurvati para 11 

*(8/6)devi kiili tatha kiilak紅号ai;iiceti cocyate I 
*(817)iti tantralokanitya pancavidhakf1yakani;i11p sr~！imayiip svatantrya8aktiip I 
*(8/8)pu陀 tiantal}sthitasya bahiravabibhasayi号liy功prathamamI dvisiikham iti -

事（8/9)dvisiikhiitvaipnama svantaraham ity aikiitmyenaip visvasyiiham idam idam aham iti 

*(8/10）釘sadasivesvarocitantarayamai;iiirikuritedantapratitiりtadvatiI anutta 

*(8/1 l)raip svayam ekam eva sat svaviyuktatvad ekam api satiip svatantryei:ia dvidhii而paip
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*(8/12)prakasayati I bhasana111 nama atmanam ata evayam iti vak~yamai:ianitya bha 

*(8/13)sak儲 y加Utt訂 abhanarak部 yasvatantryat tattadn1pataya sphurai:iam I tad anv itiー

*(8/14)dvis紘hamabhasanantara111 tam eva nijakal~ vibhailktu111 mantravijfianakala 

*cs11s)pralayakatasakatapramatrtatprameyavargatmanarupei:iapraka8ayitum I asaste 

*(8116)icchati ca I asasana111 nama I ti柑iasorevam icchaiva hetuta karqta kriya I 
*(8/17)iti v北号yama平anityaicchay功visvanirmai:ia而pakriyapary組曲ihava与la

*(8/18)bhasayati asastu111 ity ekakartrkatvadyotakena samuccayarthena abhasana 

*(8/19)sakti { ???? } v <vima>danab可avas血apa+++++panat部 t加ipaiicavidh成ftyani

*(8/20)k訂 0白isripratyabhijfiahrdayoktanitya abhasanadi8abdavacye号usr~tya 

*(9/l)dikftyasya sarv錨 yasvatmana eva k制抑制Ina tu brahmadivat ekaikasmin 
*(9/2)pratiniyate kftyavi向aitye tat dyotitam I +++++ vibhagasasa 

*(9/3)mayor avyavadhanatva111 ca I abhasayati asaste ceti ca vartamanaprayo 

*(9/4)gei:ia tad ida111 saktic成ramavicchinnaprabandha111 bhagavato bhairavanathasyeti 

*(9/5)[???]dyuvfttyuktanitya aviratamabhasanadikartrtva111 darsitam I tad iti sa ++ 

*(9/6)+++ paramasivasaktyatma凶lhilamiti -icchadiyukta111 p訂a

*(9/7)sivasv紅白patva111dvisaV<kha>m abhasanena saktya加 akaJ!lvibha ++++ tadadvai 

*(9/8)tam iti anante tavad akarasvikare’py ekalak~ai:i盈ptおpsvasaJ!lvidam avisya 

*(9/9)vikalpan na ++++++++ kokta{n均亙｝d開yasivada 

*(9/10) ++++++ tad ekaghanasvan1pa I ki111 ca advaitam iti一

本（9/ll)yatratej初 siteja111si tama111si ca tama111sy alam I 
*(9/12)tejii:J!lsi ca回 na111syeva +++++ jyotir 印刷aramII 
*(9/13)iti sn1aghu可ttyuktanitya++++++++++++++++ram I 
*(9/14)sivas cidanandaghana.Q paramak~aravigraha.Q II 
*(9/15)[?ti] vak~yama早anitya svavacakabhiit訂 ahasyak号arabhinnatayaa而paJ!lvi 

*(9/16）［？？］国司抑制antargatavisvabahirbamanagrasanaSilatayadvaitaJ!lvisvamayam I a回

*(9/17)[??]m ity adhyaharyam I vande iti vadi abhivadana ++++ 

*(9/18）＋＋＋均tatvenaparamarsaniya与｜

*(9/19)a血asarvavasthasu sphuradn1patvad abhivadat abhimukhyena 

*(9/20)sva而p創pvimr§at tatsamarthacara早enanityodya ta prayatnenabhivadaye 

*(10/l)sva而.paparamar8ani軒haJ!ltatsa111mukl放 arotiI ta回 smrtirna +++++++ 

*( 10/2)tatSaJ!lffi幽 Ikarai:iamabhivadanam iti saJ!lk抑制slok如 ha年｜｜
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